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基礎編は 8 章からなる。そのうちで第 1 章緒論では，半導体材料の多様性による分析要求，すなわ
ち感度，誤差，迅速性，経済性などの点からみて適切な定量法を定める必要性を説いている。 そこ
で，まず著者の考案した自動撮影装置を紹介し(第 2 章) ，粉末充填法につき根準試料の調製条件，
分光バッファの選択，内標準元素の決定などの検討を行なったところを述べ(第 3 章) ，ついで浸涜
電極・溶液法(第 4 章) ，滴下電極・溶液法(第 5 章)について誤差要因，定量下限，分析精度なら
びに適用範囲などを実験的に明らかにした。そして，高感度，高精度の溶液法として低電圧コンデン
サ弧光的放電で長時間の発光が行なえるガラス・カップ電極の試作(第 6 章) ，さらに耐熱性，耐酸












ウムの定量分析~ (第13章) ，微量ヒ化インジウム rtJ のケイ主，亜鉛の定量分析(第14章) ，合金型ト
ランジスタの溶融インジウムヰl におけるゲjレマニウムの定量分析(第15章)について，おのおのの方
法，結果およびそれらが材料試験に寄与した点について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，発光分光分析法による半導体材料の微量定量分析の研究であり，分析条件を精細に検討
し，よく感度，精度，再現性などの向上につくしている。とくに微量分析に都合のよい電極を考案
し，溶液法の分析条件を改善し，化学処理と輝線強度との関係を Iyj らかにした点は，種々の実例と共
に半導体材料分析法に重要な知見を与えたものと言える。
以上の結果は，材料分析の分野に貢献するところがえであり，本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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